







草』 （山東京伝作・北尾政美画）の序文にて、作者の京伝はそれまで江戸戯作の作法として忌み嫌われてきた「理屈臭き」趣向を打ち出した。この趣向は、独特な絵柄と共に人気を博す。寛政の改革による心学流行という時代背景と、画工政美による善魂と悪魂の絵柄 人気に助けられたこともあるが、敬遠されてきた「理屈臭き」趣向がその後の黄表紙界に影響を与えたことは革新的とすら言える。なぜそれまで受け入れられなかっ の趣向が、この『心学早染草』の場合は
受け入れられたのか。
その理由は、京伝がその手腕を使って「理屈臭き」ことを










出すように産み出したものであり、その形が歪んだものが善魂ではなく悪魂となる。江戸日本橋の商人、目前屋理兵衛息子である理太郎には、親の日頃の行いの良さから天帝によって善魂が入れられた。そのため模範的な人物として評判の息子に成長する。しかし十八の時 善魂が理太郎から離れ 隙に悪魂が入り込んで まう。それから理太郎は吉原に通い、博打や詐欺 も手を出し、遂に勘当 身となった。宿無しとなったことで盗賊となり、悪魂が更に増長した理太郎は、
る夜世に尊ばれている道理先生という人物に捕えられる。そして道理先生の講釈を受け、今までの行いを悔いて悪魂を追い出 、再び善魂を取り戻す。その後理太郎は両親 詫びて家に帰り、それからは悪魂が入ることなく、立派な人物となった
―以上から分かる通り、この筋立ては、放蕩者が改心すると












れる先行の黄表紙は主に三つ挙げら る。天明四年刊行の『天慶和句文』 （山東京伝作・北尾政演画） 、天明八年刊行の『新建立忠臣蔵
 天道大福帳』 （朋誠堂喜三二作・北尾政美画） 、




に行動している描写からは超越的な抽象的概念の擬人化という趣向、 『天道大福帳』の天道様や天人が『仮名手本忠臣蔵』の登場人物を操るという手法からは抽象的概念による人間操作という趣向、 『高漫斉行脚日記』の 狗に入られ放蕩した者が改心するというあらすじからは教訓的な筋立てという趣向を得た。勿論この三作品だけでなく様々な先行作品から受けている影響によって滑稽の質を保ち、 「理屈臭き」ことを趣向としながらも黄表紙であることの担保ができているのである。
京伝は先行作品から得た趣向に「理屈臭き」趣向を加えた。












































「天」は「たゞ物を生ずる」ことを「理」としている。つまり魂も天から生じた物だと考えることができる。そして鳩翁は『續鳩翁道話』 （天保七年）の「壹之上」 次 ように述べている。
79　『心学早染草』の「理屈」


































































た周囲にいい影響を与えるのである。 『心学早染草』では一家の主である父の理兵衛が常日頃 信心を持っていた結果、天帝が家族 理太郎の中に悪魂が入ることを阻止してくれたのだ。このように親の善行が子に善き報いとなって表れる、ということは、この「信心」が京伝のいう「一心の治め」に相当する朱子学的な意味があるとともに、仏教的な ち様であるともいえる。
天帝によって善魂を入れられた理太郎は、すくすくと利発







































































































































































































「 「目前の利」 （目の前のつまらぬ利益）を転化した命名であろう。 」としており、檜山氏はこれに同意している。
しかしこれら二つの正反対の見方は各々に偏り過ぎている









和荘兵衛が乗る船が嵐で難破し、漂流するうちに多く 奇妙な国を訪れ、そこでの経験を心の糧にしていくという談義本である。その奇妙な国の一つ「自暴国」では、国民が物事の道理や善悪には従わず、各々の現実に即し 目先の理屈を第一に生活しており、その めに自ら疲弊して く。こ 中で、そうした目先の現実だけを見た理屈を示す言葉が「目前の理」であっ 。
思ひ〳〵得手勝手、指当道理をいふて、畢竟の善悪をしらず。家居衣服ものいひまで、月々日々にかはり、たゞ目前の理をいふて、……
この「目前の理」は、朱子学で言う「当然の理」と世間一
般にいう「目前の利」 （目先の利益）とを掛け合わせ 語だろう。そして 理」が蔓延するこの国で和荘兵衛が逗留する宿の主人が、 「目前屋理八」という名前なのである。これだけでも京伝へ影響があったと考えてもいいように思わ
89　『心学早染草』の「理屈」
れる。また『和荘兵衛』では「何から何までさし当る理をいふて、後の害をしらず。 」と記している通り、 「目前の 」と同義に「指当りの理」という表現が使われていることも読み取ることができる。『和荘兵衛』ではこの「目前の理」を、伝統的な教訓に即さない、現実だけを見た生活のルールとして示され た。しかもそれは結局、現実の生活を自滅させていくという点で

























がらも作品中の思想が心学に一本化できているか いえば、そうではない。そしてそうし 多様な思想 包み込んで たのが陽明学的志向だったように われる。
京伝は『心学早染草』を書く際に、 「理屈臭き」を旨とし






























































































































































































































































































































































































  中山右尚氏「加賀文庫蔵『善玉悪玉心学早染草写本』考―成立期と京山追記について―」 （ 『江戸時代文学誌第一号』
（一九八〇年十二月） ）
注
38、
  檜
山
純
一
氏「
『
心
学
早
染
草
』
を
読
む
」（『
緑
岡
詞
林
第
三
十
二
号』 （二〇〇八年三月） ）
注
39、
  『和
荘
兵
衛
』
の
引
用
は
全
て、
岡
雅
彦
校
訂『
叢
書
江
戸
文
庫
19 
滑稽本集〔一〕 』 （一九九〇年・国書刊行会）に従った。
注
40、
  『陽
明
学
大
系
第
6巻陽明門下（中） 』 （一九七三年・明徳出
版社）
注
41、注
32に同じ。
（こばやし・かな
　
二〇一五年度成城大学文芸学部国文
学科卒業生・八十二ディーシーカード株式会社勤務）
＊本稿は、平成二十七年度卒業論文（平成二十七年十二月提出）
の一部に加筆修正したものである。
